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論 文 内 容 の 要 旨  

 

都市緑地の植物管理方法に物質循環の仕組みを取り入れることが望まれ，実際に剪定枝葉が土壌へ還元

されている。難分解性の有機物が含まれる剪定枝葉は，肥料として扱いが難しく，土壌へ還元した時の効

果について不明瞭な部分が多い。そこで，本研究では，都市緑地で植物廃材の持続的な土壌還元の方法の

提案をすることを目的として，有機物の分解に関連する下記の 4つの項目を調査した。(1)．都市緑地に多

く植栽される樹種を対象に枝葉の分解特性の違いや温度条件に対する分解活性の違いを明らかにした。(2)．

枝葉の分解特性や化学性の違いによって，土壌へ供給される炭素量や土壌の微生物活性に違いがあること

が明らかとなった。(3)．山地域と比較し都市域では道路から発生した粉じんや排ガスによって土壌への交

換性塩基の量が増加し，枝葉の窒素濃度とマンガン濃度が増加し，ひいては枝葉の分解特性にも影響を与

えていることが明らかとなった。(4)．都市緑地における土壌 pH の上昇に伴い腐植食性の土壌動物の多様

度が低下し，有機物分解が抑制されることが明らかとなった。以上より，都市化の進んだ緑地では，物質

循環速度が遅くなるため，都市化の進行に応じて，剪定や植物廃材の敷き均し頻度を長く管理することが

望ましい。   



                   

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は都市緑地の植物管理で発生する剪定枝を活用した持続的な物質循環系の創出について研究した

ものである。本論文は令和 3 年 1 月 5 日に提出され、その後上記 4 名の審査委員により論文の内容および

構成等の観点から慎重に審査された。 

令和 3年 1月 19 日に、公開論文発表会を開催し、論文の発表と論文内容に関する質疑応答を行った。発

表会の後に審査会を開催し、以下の結果を得た。 

本論文は、(1) 土壌での枝葉の分解特性を樹木の落葉様式で分類できること、(2) 都市化に伴う土壌の

性質の変化により剪定枝の元素濃度が変化し、また、土壌生物の多様性が低下し剪定枝の分解が不活発に

なるしくみを解明したことが学術論文として評価できる。 

しかし、発表会の質疑応答を経た審査会において(1) 表題がやや不適切である、(2) 総合考察での研究

成果の記述が不十分である、(3) 用語の誤用がある、といった課題が明らかとなった。この課題に対して

は修正が軽微であり、修正確認を行い、学位論文に値すると判断した。 

以上より申請者が博士（農学）の学位に値する専門分野における学識を有すること、および外国語につ

いても試験の結果、英語の能力をもつことを確認した。さらに、本論文の内容に関する論文が日本緑化工

学会誌 45巻 1 号 15-19 ページ(2019 年)および同誌 46 巻 1号 9-14 ページ(2020 年)に公表されていること

を確認した。 


